
　
中
部
の
工
作
機
械
業
界
は
受
注
環
境
が
持
ち
直
し

て
き
て
い
る
。
海
外
市
場
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る

上
、
低
迷
が
続
い
て
い
た
国
内
市
場
に
も
薄
日
が
差

し
込
ん
で
き
た
。
市
場
環
境
が
改
善
に
向
か
う
中
、

中
部
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
や
工
具
メ
ー
カ
ー
は
新

技
術
や
新
製
品
を
相
次
ぎ
投
入
。
上
向
い
た
受
注
を

本
格
的
な
上
昇
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
、
市
場
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
。

ジェイテクト「ＦＨ６３０ＳＸ」

ＤＭＧ森精機の新ＯＳ「セロス」

新製品投入相次ぐ中部の工作機械業界
国
内
受
注
額
１
０
０
億
円
台
キ
ー
プ

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 １０月２２日 火曜日 　　

　
中
部
経
済
産
業
局
の
調
べ

に
よ
る
と
、
８
月
の
中
部
工

作
機
械
メ
ー
カ
ー
主
要
８
社

オ
ー
ク
マ
、
ア
マ
ダ
マ
シ

ン
ツ
ー
ル
、
ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
、
コ
マ
ツ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
、
富
士

機
械
製
造
、
豊
和
工
業
、
三

菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
、
ヤ

マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク

の
総
受

注
高
は
前
年
同
月
比

・
８

％
増
の
３
７
０
億
５
７
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
こ
こ
最
近

の
受
注
状
況
は
７
月
こ
そ
前

年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
５

―
６
月
は
上
回
っ
て
お
り
、

回
復
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
特
に
明
る
さ
が
見
え
て
き

た
の
が
国
内
受
注
だ
。
国
内

受
注
額
は
６
月
に
１
１
０
億

４
０
０
０
万
円
と

カ
月
ぶ

り
に
増
加
に
転
じ
た
。
受
注

額
が
１
０
０
億
円
を
超
え
た

の
は

カ
月
ぶ
り
で
、
以
来

８
月
ま
で
３
カ
月
連
続
で
１

０
０
億
円
台
を
キ
ー
プ
し
て

い
る
。
設
備
投
資
に
対
す
る

補
助
金
な
ど
の
「
政
策
効
果

が
出
て
き
た
」

中
部
経
済

産
業
局
製
造
産
業
課

こ
と

で
、
国
内
の
投
資
意
欲
は
徐

々
に
高
ま
っ
て
き
た
よ
う

だ
。

　
政
府
は
２
０
１
４
年
４
月

に
実
施
す
る
消
費
増
税
に
伴

い
、
中
小
企
業
向
け
の
投
資

促
進
税
制
を
充
実
す
る
な
ど

経
済
対
策
を
進
め
る
方
針
。

業
界
か
ら
は
こ
の
対
策
に

「
な
か
な
か
伸
び
が
み
ら
れ

な
い
中
小
企
業
の
設
備
投
資

を
促
進
し
て
く
れ
る
」

石

丸
雍
二
日
本
工
作
機
械
工
業

会
専
務
理
事

と
期
待
す
る

声
が
上
が
る
。
も
と
よ
り
円

高
修
正
で
輸
出
は
回
復
基
調

に
あ
る
。
こ
れ
に
国
内
需
要

の
復
調
も
加
わ
れ
ば
、
受
注

の
本
格
回
復
へ
の
道
は
大
き

く
広
が
る
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
の
も

と
、
中
部
の
大
手
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
４
社
は
、
９
月

―

日
に
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー

バ
ー
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
国

際
工
作
機
械
見
本
市

Ｅ
Ｍ

Ｏ
２
０
１
３

に
お
い
て
、

数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

装
置
や

複
合
加
工
機
で
新
た
な
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
。
機
械
の

頭
脳
と
な
る
Ｎ
Ｃ
に
新
オ
ペ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や

欧
州
製
を
採
用
し
て
、
新
規

顧
客
の
開
拓
を
図
っ
た
り
、

工
程
集
約
の
効
果
が
高
い
複

合
加
工
機
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
強
化
し
て
、
自
動
化
や
無

人
化
へ
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

を
進
め
た
り
し
て
い
る
。

　
森
精
機
製
作
所
と
独
ギ
ル

デ
マ
イ
ス
タ
ー

Ｄ
Ｍ
Ｇ

は

月
１
日
、
と
も
に
社
名

を
「
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機

Ｄ
Ｍ

Ｇ
　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
　
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ

Ｉ

」
に
変
更
し
た
。
社
名

統
一
を
機
に
両
社
は
、
資
本

関
係
を
強
め
る
な
ど
協
業
を

深
め
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
一
体
感
を

強
く
出
す
た
め
、
両
社
で

年
４
月
以
降
に
順
次
発
売
す

る
工
作
機
械
は
デ
ザ
イ
ン
を

完
全
に
統
一
す
る
。
さ
ら
に

新
製
品
の
目
玉
と
な
る
の
が

両
社
が
共
同
開
発
し
た
Ｎ
Ｃ

の
新
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

セ
ロ

ス

」
だ
。

　

・
５

の
マ
ル
チ
タ
ッ

チ
ス
ク
リ
ー
ン
を
搭
載
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
感
覚
で
の

画
面
操
作
を
可
能
に
し
た
。

機
械
や
工
程
の
最
新
状
況
も

可
視
化
し
、
製
品
完
成
ま
で

の
工
程
作
成
を
素
早
く
行
え

る
と
い
う
。
「
相
当
、
業
界

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
」

森
雅
彦
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
社

長

も
の
に
仕
上
げ
た
自
信

作
で
、
今
後
は
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
機
種
を
新
Ｏ
Ｓ
に

切
り
替
え
る
考
え
だ
。

　
Ｎ
Ｃ
で
は
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

も
独
シ
ー
メ
ン
ス
製
の
Ｎ
Ｃ

装
置
を
初
導
入
し
た
横
型
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ

Ｃ

を
新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
た
。

　
従
来
は
フ
ァ
ナ
ッ
ク
製
の

Ｎ
Ｃ
を
使
っ
て
い
た
販
売
中

の
量
販
モ
デ
ル
「
Ｆ
Ｈ
６
３

０
Ｓ
Ｘ
」
に
、
シ
ー
メ
ン
ス

製
Ｎ
Ｃ
を
載
せ
た
新
タ
イ
プ

を
追
加
。
こ
れ
ま
で
同
社
は

研
削
盤
が
自
社
製
の
Ｎ
Ｃ
の

み
を
採
用
し
、
Ｍ
Ｃ
が
自
社

製
と
フ
ァ
ナ
ッ
ク
製
を
活
用

し
て
き
た
が
、
欧
州
で
は
シ

ー
メ
ン
ス
製
Ｎ
Ｃ
を
指
定
す

る
顧
客
が
多
く
、
欧
州
で
の

販
売
増
に
は
搭
載
が
必
要
と

判
断
し
た
。
ま
ず
、
Ｍ
Ｃ
の

主
力
機
で
導
入
し
て
市
場
の

反
応
を
探
り
、
他
機
種
へ
の

展
開
を
検
討
す
る
。

　
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
が
注

力
す
る
の
は
新
複
合
加
工

機
。
５
軸
加
工
門
型
Ｍ
Ｃ
に

立
型
旋
盤
の
旋
削
機
能
を
組

み
合
わ
せ
た
大
型
の
超
複
合

加
工
機
「
イ
ン
テ
グ
レ
ッ
ク

ス
ｅ
―
１
２
５
０
Ｖ
／
８

」
を
発
売
し
た
。
直
径
１

４
５
０

高
さ
１
６
０
０

の
ワ
ー
ク
の
加
工
に
活

用
で
き
る
。
こ
れ
で
複
合
加

工
が
困
難
だ
っ
た
大
物
部
品

で
工
程
短
縮
の
ニ
ー
ズ
を
掘

り
起
こ
す
。

　
オ
ー
ク
マ
も
旋
盤
に
Ｍ
Ｃ

並
の
加
工
能
力
を
持
た
せ
、

「
す
べ
て
の

顧
客
か
ら

の

要
求
を
１
台
に
凝
縮
し

た
究
極
の
複
合
加
工
機
」

オ
ー
ク
マ
経
営
企
画
室

と
し
て
「
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｓ

マ
ル
タ
ス

Ｕ
３
０
０

０
」
を
投
入
す
る
。

　
ワ
ー
ク
端
面
の
穴
あ
け
加

工
を
す
る
際
、
心
間
距
離
１

０
０
０

と
い
う
条
件
で

長
さ
４
０
０

の
工
具
を

フ
ル
に
使
え
る
よ
う
に
機
械

構
造
を
工
夫
。
主
軸
を
回
さ

ず
に
穴
あ
け
で
き
る
よ
う
に

し
、
Ｍ
Ｃ
並
の
精
度
の
加
工

を
可
能
に
し
て
い
る
。
刃
物

台
同
士
の
衝
突
を
回
避
す
る

機
能
や
熱
変
位
対
策
な
ど
、

同
社
独
自
の
知
能
化
技
術
も

盛
り
込
ん
だ
。


